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事 業 名 体験活動推進員養成講座 

 

 

趣  旨 

「体験の風をおこそう」運動のさらなる充実に資するため、地域で活動している 

指導者等を「体験活動推進員」として養成することで、体験活動の重要性をより 

広範に普及・啓発していくことを目指す。また、「体験活動推進員」として習得 

した知識や理解を活用し、地域における体験活動の機会や場を充実させる推進役 

として、より充実した活動に繋げていく一助とする。 

期  間 平成３０年３月３日（土）日帰り 

募集人員 

（募集結果） 

５０名 

（参加者２９名） 

① 事業の特色 

・本講座は、主に地域において青少年を対象とした活動に携わっている指導者等を対象に、「体験 

活動推進員」を養成することを目的として実施した。 

・講座の内容としては、｢青少年の現状と課題｣、｢青少年の体験活動の意義と実際｣、｢体験活動の 

安全管理｣の３つの講義を行い、今日の青少年教育の現状や課題、意義等について理解を深める 

とともに、安全管理の考え方や実際について学んだ。 

・特に「体験活動の安全管理」では、知識として学んだことを、実際の活動現場に照らし合わせ 

 て考える時間を設けることで、参加者同士で理解を深め共有することができ、より実践的に学 

ぶ機会となった。 

 

 

 

 

 

 

 

【青少年の現状と課題】     【青少年の体験活動の意義と実際】     【体験活動の安全管理】 

② 事業の成果と課題 

＜事業の成果＞ 

・福島大学や那須高原ビジターセンターなど、当施設の近隣で活躍している専門家を講師として

招へいしたことで、参加者との地域性が近く、具体的で充実した講義に繋がった。 

・西郷村では、教育委員会生涯学習課を通して広報を行った結果、放課後子どもクラブの指導者

を多数受け入れることができた。今後は、他の市町村でも活用していきたい。 

・西郷村文化センターで開催したことで、地元西郷村との連携により、村内の円滑な広報に繋が

った。 

＜事業の課題＞ 

・今回は年配の受講が多い傾向にあったため、大学生などの若い世代を含めた幅広い年代から参

加者を募るような広報を考えていくこと。 

・体験活動推進員としての今後の活動が充実したものになるよう、当施設として必要な支援や情

報提供に取り組むこと。  

・３つの講義を全て外部講師に委託するのでなく、「体験活動の安全管理｣の枠を当施設の職員が

担当するなど、本講座に当施設自体がより深く関わっていくこと。 

（企画指導専門職 吉田 淳也） 

 


